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家 庭

１ 学習指導及び学習評価の改善・充実

(1) 社会とのつながりを意識した探究的な学習の推進

各教科等において、「物事の中から問題を見いだし、その問題を定義し解決の方向性

を決定し、解決方法を探して計画を立て、結果を予測しながら実行し、振り返って次の

問題発見・解決につなげていく過程」を重視した深い学びの実現が求められている。そ

の際、教科等の特質に応じて実施し、各教科等のそれぞれの分野における問題の発見・

解決に必要な力を身に付けられるようにすることが重要である。

共通教科「家庭」においては、実践的・体験的な学習活動を通し、よりよい社会の構

築に向け、主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・能力の育成を目指すとともに、

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、主体的・対話的で深い学びの視点からの

授業改善が図ることが大切である。

また、探究的な学習を推進するには、単元など内容や時間のまとまりを見通し、その

中で育む資質・能力の育成に向け、生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図る必要

がある。その際、生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、知識を相互に関連付けてよ

り深く理解させるとともに、家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだし

て解決策を構想し、実践を評価・改善して、新たな課題解決に向かう過程を重視した

学習の充実を図ることが重要である。

【生活の営みに係る見方・考え方】

家族や家庭、衣食住、消費や環境などに係る生活事象を、協力・協働、健康・

快適・安全、生活文化の継承・創造、持続可能な社会の構築等の視点で捉え、よ

りよい生活を営むために工夫すること。

(2) 探究的な活動を取り入れた単元の評価の工夫

きめ細かな学習指導の充実と生徒一人一人の学習内容の確実な定着を目指すために

は、学習評価において、学習指導要領等の目標に照らして設定した観点ごとに、学習状

況の評価と評定を行う「目標に準拠した評価」として実施する必要がある。

また、指導と評価の一体化を図るためには、生徒一人一人の学習の成立を促すための

評価という視点を一層重視し、教師が自らの指導のねらいに応じて授業での生徒の学び

を振り返り、学習や指導の改善に生かしていくことが大切である。すなわち、平成30年

に改訂された高等学校学習指導要領で重視している「主体的・対話的で深い学び」の視

点からの授業改善を通して、各教科等における資質・能力を確実に育成する上で、学習

評価は重要な役割を担っている。

学習評価を進めるに当たっては、観点別学習状況の評価や評定のための資料として用

いる評価である「記録に残す評価」だけでなく、学習状況を見取り、生徒の成長を認め

励ますとともに必要に応じて指導、支援を行う日常の学習改善につなげる評価である「指

導に生かす評価」が重要となる。

「指導に生かす評価」を実施するに当たっては、ICT機器をはじめとしたツールを効

果的に活用することで、生徒の学習状況を即座に把握し、支援が必要な生徒の助言を行
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うことができるだけでなく、教師の授業改善にも繋げることができる。

なお、評価に当たっては、題材や内容のまとまりごとに三つの観点をバランスよく見

取ることができよう工夫することが必要である。

【一連の学習過程の中における効果的なICT機器の活用方法】

生活の 【家庭や地域及び社会における生活の中から課題を見いだして課題を設定する場面】

課題発見 ■ 体験的な学習が困難な場合でも、動画視聴やインターネット等を活用することにより、

生徒が学習対象について具体的にイメージをもつことができ、どのような課題があるの

かを認識させることができる。

解決方法の 【解決策を構想し、解決の見通しをもって計画を立てる場面】

検討と計画 ■ 事前に立てた計画を修正したり、学習を通じて自分の考え方がどのように変容したの

かを客観的に把握したりすることが容易となる。

■ インターネット等を活用して情報を収集・整理したり、ウェブ会議システム等を通じ

て討論することで他者からの意見等も踏まえて、計画を評価・改善し、最善の方法を判

断・決定することができる。

■ シミュレーションソフト等を用いることで、具体的に考察することが可能となる。

課題解決 【生活に関わる知識及び技能を活用して、調理・製作等の実習を行う場面】

に向けた ■ 発展的な学習資料の提示や動画等の視聴により、学習の定着や興味・関心、進度に応

実践活動 じた活用が可能となる。

■ 説明時間等の短縮により、演習や個別指導の時間を確保することができる。

実践活動の 【実践した結果を評価したり、改善策を検討したりする場面】

評価・改善 ■ 調査した結果を表計算ソフトなどを活用して分析したり、プレゼンテーションソフト

を用いてまとめて、課題解決に向けた取組を発表させることができる。

学習評価や 【評価に活用したり、授業改善等に生かす場面】

授 業 改 善 等 へ ■ ポートフォリオ等を作成することで、生徒の変容を見取り、「主体的に学習に取り組む

の活用 態度」の評価（記録に残す評価）や教師の授業改善に生かすことができる。

２ 指導と評価の計画例

(1) 家庭総合「衣生活の科学と文化」の計画例

ア 単元の目標

(ｱ) 被服材料について、繊維の種類や特徴、主な用途について科学的に理解し、健康

と安全、環境に配慮した衣生活の自立に必要な情報の収集・整理が適切にできる。

(ｲ) 主体的に衣生活を営むことができるよう目的や個性に応じた健康で快適、機能的

な着装について考察し、根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する

力を身に付ける。

(ｱ) 課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善しようとしたりして、自分

や家庭、地域の生活の充実向上を図るために実践しようとする。
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イ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

被服材料について、繊維の 主体的に衣生活を営むこと 課題の解決に主体的に取り
種類や特徴、主な用途につい ができるよう目的や個性に応 組んだり、振り返って改善し
て科学的に理解し、健康と安 じた健康で快適、機能的な着 ようとしたりして、自分や家
全、環境に配慮した衣生活の 装について考察し、根拠に基 庭、地域の生活の充実向上を
自立に必要な情報の収集・整 づいて論理的に表現するなど 図るために実践しようとして
理が適切にできる。 して課題を解決する力を身に いる。

付けている。

ウ 単元の指導と評価の計画（５時間）

次 ねらい、学習活動等 評価の観点
【時間】 （学習活動の概要、主発問、指導上の留意点） 知 思 態

日常で行われている着装の選択等について確認し、日 ○
々着用している衣服がどのような繊維を用いて作られて

１次 いるのかグループごとに調べる。また、リサイクル等、
【１時間】 日々の衣生活の在り方について振り返り、自分や家庭、

地域の衣生活の充実向上を図るために課題を見いだす。

天然繊維・化学繊維の種類や特徴、主な用途について ○ ○
２～３次 情報を収集・整理し、目的や個性に応じた健康で快適、

【２時間】 機能的な着装方法について考察する。また、考察した内
容をICT端末を活用して共有し、生徒相互に理解を深め
る。

前時で学習した内容を基に、三原組織、編物組織、被 ○ ○
４～５次 服材料の性能の改善について情報を収集・整理し、健康

【２時間】 と安全、環境に配慮した着装について考察する。また、
学習前と学習後の理解の深度等について自己評価とまと
めを行い理解を深める。

エ 学習指導案（２・３時間目／５時間中）

１ 本時の目標

(1) 代表的な繊維の種類と特徴、主な用途について理解することができる。

(2) 場面や目的に応じた健康で快適、機能的な着装について考えることができる。

２ 本時の展開（全５時間予定の２・３時間目）

過
学習内容 生徒の学習活動 評価規準 指導上の留意点

程

導 ・前時の振り返り ・学習内容及びねらいの確 ・スムーズに進め

入 ・学習内容の確認 認 られるように声
がけを行う。

・天然繊維（綿、麻、 ・原料や布、繊維の画像か 【知識・技能】 ・要点の把握に向け
毛、絹）の種類や ら、繊維の違いについて ・それぞれの繊維の種類や て、ワークシート
特徴、主な用途に 気付く。 特徴、主な用途について の記載を事前連絡
ついてまとめる。 ・繊維の種類や特徴、主 理解し、必要な情報を収 する。

な用途についてワーク 集・整理することができ
シートに情報を整理す ている。
る。

展 ・化学繊維（再生・ ・布や使用されている製品 【知識・技能】
開 半合成・合成）の を実際に触れ、繊維の違 ・それぞれの繊維の種類や

種類や特徴、主な いについて気付く。 特徴、主な用途について
用途についてまと ・繊維の種類や特徴、主な 理解し、必要な情報を収 ・化学繊維と天然繊
める。 用途についてワークシー 集・整理することができ 維との相違点に着

トに情報を整理する。 ている。 目させながら展開
する。

・本時のまとめ ・それぞれの繊維の特徴や 【思考・判断・表現】
・繊維の種類や特徴 主な用途を踏まえて、場 ・場面や目的に応じた着装

ま を活かした着装を 面や目的に応じた快適で を考え、その理由につい
と 考える。 機能的な着装について考 て被服材料の特徴、性能
め ・次時の学習内容の える。 を生かした表現をするな

確認。 どして自らの生活に活用
できている。

【社会とのつながり】

次の単元内容「これからの衣生活」において、各企業が行って

いる環境に配慮した取組や、地域で行っている衣服の資源回収

に着目する等、５Ｒを意識させながら授業を展開する。

「努力を要する状況（C）」と判断される生徒への手立て

日常生活での着装、繊維の特徴や主な用途をまとめたワークシートの振り返りを促し、

T・P・Oを明確化させた上で、根拠に基づいて論理的に表現できるように考えさせる。

環境に配慮した衣服に着目することを促す。

★探究的な学び
地域で行っている衣服の資源回収に着目した、５Ｒ

（ Reduce（リデュース）・Reuse（リユース）・Recycle
（リサイクル）・Refuse（リフューズ）・Repair（リペ
ア）を意識した着装を考察する。

★ICT端末の活用
「Jamboard」を活用し、
情報を書き出し整理す
る。

★ICT端末の活用
オンライン掲示

板アプリ「Padlet」
を用いて、内容を全
体に共有し、他者評
価を得る。

★ICT端末活用
クイズ作成アプリ

「Kahoot!」を用い
て、前時に学習した
内容を振り返る。

★ICT端末活用

「Padlet」を用いて、

考えることが苦手な生徒

も生徒同士で内容を確認

しながら、まとめること

ができる。

★探究的な学び
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３ オンライン掲示板アプリ「Padlet」を利用したワークシート
☆ 場面や目的に応じた、健康で快適、機能的な着想について考えてみよう！

Ｔｉｍｅ･･･時・時間 Ｐｌａｃｅ･･･場所 Ｏｃｃａｓｉｏｎ･･･機会・目的

Ｔ：暑いとき

Ｐ：体育館

Ｏ：バレーボールの練習

服装：

理由：

オ 授業改善につながる「指導に生かす評価」の工夫

「思考・判断・表現」の評価例を次に示す。
Ａ Ｂ Ｃ

場面や目的に応じた着装を考え、 場面や目的に応じた着装を考え、 場面や目的に応じた着装を考える

その理由について被服材料の特徴、 その理由について被服材料の特徴、 ことができず、被服材料の特徴、性

性能等科学的根拠に基づいて論理 性能等を、おおむね表現できている。 能等を表現することができていな

的に表現できている。 い。

【評価Ａとなる例】

Ｔ：春 Ｔ：冬

Ｐ：公園 Ｐ：スケート場

Ｏ：ピクニック Ｏ：友達とスケートをする

服装：麻素材のブラウス、綿素材のズボン、 服装：アクリル素材のセーター、ポリエステル

綿素材とぼりエステル素材が混ざった 素材のジャンパー、ズボン

カーディガン

理由：外を歩いて汗ばむときのことを考え、 理由：アクリル素材は毛素材の代用品としても

吸湿性・吸水性があり、触ると冷たく 使え、汗をかいても手入れが簡単で、弾

感じる麻素材でできたブラウスを着用 力性があり保温性が大きいため寒い冬に

する。また、水に強く、洗濯しやすい 適している。降る雪や転んだ時に濡れた

綿素材のパンツを着用する。汗をかい りするのを防ぐために、吸湿性の小さい

たあとの寒暖差を防ぐために、カーデ ポリエステル素材のものをアウターに用

ィガンを用意する。使用しないときは いる。

腰や肩にかけるため、しわになりにく

いポリエステル素材を混ぜたものを用

いる。

【評価Ｂとなる例】

Ｔ：春 Ｔ：冬

Ｐ：公園 Ｐ：スケート場

Ｏ：ピクニック Ｏ：友達とスケートをする

服装：速乾性のあるポリエステル素材のTシ 服装：アクリル素材のセーター、ポリエステル

ャツ・長ズボン、綿素材のタオル 素材のジャンパー・ズボン

理由：夏の暑い時期に着ているＴシャツは、 理由：保温性の大きいアクリル素材のセーターを

ポリエステル素材が多いため。 着る。寒い季節なのでマフラーを首に巻

吸湿性・吸水性の大きい綿素材のタオ く。風を通さないように、ポリエステル

ルを使って汗を拭き取る。 素材のジャンパーを上に羽織る。

〈評価Ａと判断した理由〉

日常生活を振り返り、場面や目的に応じた着装が考えられていることに加え、その理由について被服材料の

特徴を科学的に理解し、根拠を示している。また、それぞれの被服材料の特徴や性能をかけ合わせたり、相違

点・類似点などに気付き、それらを活用して論理的に表現していることから、Ａに示す資質・能力が育成され

ていると考える。

★評価のポイント
二重線：被服材料の特徴及び性能
波線：場面や目的

★評価のポイント
二重線：被服材料の特徴及び性能
波線：場面や目的

教員が提示

生徒の回答欄
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【評価Ｃとなる例】

Ｔ：春 Ｔ：冬

Ｐ：公園 Ｐ：スケート場

Ｏ：ピクニック Ｏ：友達とスケートをする

服装：スウェット上下 服装：セーター、ズボン

理由：楽で着心地が良いから。 理由：寒いときにいつも着ているから。

ICT端末の活用～オンライン掲示板アプリ「Padlet」による情報共有

ICT端末を活用することで、生徒が即座に他者の考えを共有することができるとともに、生徒の他者に伝える力を育

むことにもつながる。

また、学習を通して身に付けるべき資質・能力がどのくらい身に付いているか評価規準に照らして見取ることがで

きるため、「指導に生かす評価」として活用することができる。

〈評価Ｂと判断した理由〉

日常生活を振り返り場面や目的に応じた着装が考えられていること、その理由について被服材料の特徴、

性能を活用して表現していることから、Ｂに示す資質・能力が育成されていると考える。

〈評価Ｃと判断した理由〉

着装の内容や理由について、自身の感想のみを記述しており、被服材料の特徴や性能等の

科学的根拠が示されておらず、用途の根拠もないことから、評価規準に示す資質・能力の育

成について不十分だと考えられる。

場面や目的に応じた、健康で快適・機能的な着装について考えよう！
T・P・Oに合わせて、服装とその服装を選んだ理由を書き込んでみましょう。

１-２ 25番
Ｔ：雨が降っている
Ｐ：外
Ｏ：キャンプ
〈服装〉
透湿防水素材のジャンパー

吸汗速乾性素材のＴシャツとズボン

〈理由〉
雨でジメジメしていている中で、吸湿しな

がら給水できるから。

１-２ 30番
Ｔ：夏
Ｐ：陸上競技場
Ｏ：陸上部の練習
〈服装〉
吸汗速乾性素材のＴシャツと綿のタオル

〈理由〉

汗をかいてもベタつきが少ない。 汗を
拭くのに吸水性の大きい綿のタオルを使
う。

１-２ 23番
Ｔ：冬、寒いとき
Ｐ：スケート場
Ｏ：スケートをする
〈服装〉
アクリル素材のセーター、手袋、ポリエ

ステル素材のズボン
〈理由〉
寒いので、保温性のあるアクリル素材の

セーターと手袋を着用する。

１-２ ８番
Ｔ：冬、雪が降っている
Ｐ：外
Ｏ：雪かき
〈服装〉
ダウンジャケット、ヒートテック

〈理由〉
寒いから、断熱保温効果があるダウンジャ

ケットを着用する。
吸湿発熱効果で体の温度を保つ。

１-２ 19番
Ｔ：夏
Ｐ：布団の上
Ｏ：睡眠
〈服装〉
綿素材のパジャマ

〈理由〉
寝ているときは汗をかくから。
吸水性があって、肌触りがいいから。

１-２ 27番
Ｔ：夏、めっちゃ暑い日
Ｐ：外
Ｏ：デート
〈服装〉
朝素材のＴシャツ、綿素材のズボン

〈理由〉

麻は触ると冷たく感じる特徴があるか
ら、暑さをしのぐため。
汗をかいても大丈夫なように綿素材のズ

ボンにする。

「Padlet」で情報共有したときのイメージ図

「評価Ｂ」と判断される生徒への手立て
場面や目的に応じた着装の理由が、被服材料の特徴や性能等の科学的根拠に基づ

いており、それらをかけ合わせ、論理的に着装方法が表現できているかを確認する
よう促す。

「努力を要する状況（C）」と判断される生徒への手立て
場面や目的に応じた着装になっているか、またその理由が被服材料の特徴、性能

等の科学的根拠に基づいており、着装方法が示されているかについて着目すること
を確認する。また、自分の考えた着装内容をよりよいものとするために他者の考え

を参考にすることができるよう促す。
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家庭科における「関係機関と連携した消費者教育の探究的な学びの実践事例」

◆ 消費者教育・金融教育での外部人材の活用について

教科「家庭基礎」「Ｃ持続可能な消費生活・環境(1)生活における経済の計画」における、

関係機関と連携した消費者教育の探究的な学びの授業実践例を示す。

事前学習において家計管理の重要性や、収入と

支出のバランスやリスク管理の必要性等を理解さ

せる。その上で、資産形成の視点を持ち、将来に

備えた経済計画を考察させる実践例となっている。

また、本事例は、生命保険会社の方を講師とし

て招き、「人生経営の視点で理想を叶える」を題材

に、１人１台端末を利用し、Google Formsや

JamboardなどのICT端末を活用しながら、グル

ープワークと個人思考を組み合わせた探究的な学

びに繋がる授業となっている。

※「 北海道教育委員会「S-TEAM教育推進事業」令和４年度（2022年度）授業改善セミナー（家庭）」

学習指導案

 

   単 元 名  Ｃ 持続可能な消費生活・環境 
   （題材名）   （１） 生活における経済の計画 

学 
習 
目 
標 

家計管理の重要性を理解し、収入と支出のバランス
やリスク管理の必要性を踏まえたうえで、資産形成の
視点を持ち、将来に備えた経済計画が考察できる。 

本時の展開   ４時間目  単元  ６時間 

指導過程 
学習項目 

時間 指 導 内 容 学 習 活 動 指導上の留意点 
評 価 規 準 

【観点】 

導
入 

一
斉
学
習 

５
分 

 
・学習内容の確認 
 
・ワークの説明 

 
・本時の学習内容やねらいを
理解する。 

※事前にグループワークの形に
しておく。（６班/６～７名で
構成） 

 
・本時の目標と学習内容を理解

することで見通しを持たせる。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
展 
 
 
 
 
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

協
働
学
習 

25 
分 

 
・のび太のライフ

デザインをグル
ープで検討、ま
とめ、発表させ
る。 

 
 
 
 
 

 
・のび太の理想のライフデザ

インを実現するため、各年
代における必要な事柄やラ
イフイベント、それに係る
金額について各班で予想す
る。 

 
・端末を使用し、Google 

Jamboardやスライドで予想
した内容をまとめる。 

 
・まとめた内容を発表する。 

 
・生涯を見通した生活における

経済の管理や計画の重要性に
ついて、ライフステージの特
徴やリスク等と関連付けて考
えさせる。 

 
・班ごとに活発な意見交換がで

きるよう配慮する。 
 
 
 
・発表は、１班２分程度となる
よう留意させる。 

 

  

一
斉
学
習 

25 
分 

 
・ワーク後の解説 
 
 
 
 
 
・家計資産のマネ

ジメントについ
て 

 
・理想とするライフデザイン

の実現には、給与の他、保
険や金融リテラシーの活用
が必要であることを理解す
る。 

 
・ライフデザインを考える上

での資産形成の重要性や、
金融商品の種類と留意点に
ついて理解する。 

 

 
・ライフプランシュミレーショ

ンを示し、収入と支出は連動
して増減しないことやそれに
対する具体の対策を示す。 

 
・金利の計算や投資のクイズを
とおして、扱う際の留意点も
分かりやすく理解させる。 

  
 

ま 
 
と 
 
め 

一
斉
学
習 

10 
分 

・振り返り 
 
・次時の学習内容

の把握 

・Google formsで、振り返り
を行う 

 
・ワークシートへの記入と提

出 

・授業時間内にformsの送信や
ワークシートを提出できない
生徒は、必ず本日中に提出す
る旨を伝える。 

思

考

・

判

断

・

表

現 

<評価方法> 
ワークシート 
 
・理想とするライフデザ
イン実現のための経済
計画を考えることがで
きる。 

【key wordとなるもの】 
 金利、利息 

単利と複利 
株式、債券 
投資信託 
投資の 3 つのルール 

【指導に生かす評価】 
事後学習時に使用す

るための、生徒の活動
状況の把握 

探究的な学び 

Ｔｏｐｉｃ


